
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

訪問調査日 令和3年5月20日

事業所名 グループホーム　サロン・ド・せや

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 令和3年6月11日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1473400370

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 有限会社　優心会

※新型コロナウィルス感染症に係わる外部評価の対応についての通知に準ずる



㈱R-CORPORATION外部評価事業部

自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和3年5月20日

事　業　所　名

（ 246-0004

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所は、有限会社優心会の経営です。同法人は横浜市瀬谷区に本社を構え、グ
ループホーム2ヶ所、小規模多機能型居宅介護事業所1ヶ所、介護タクシー等の高齢者福
祉事業を瀬谷区と緑区で展開しています。ここ「サロン・ド・せや」は相鉄線「瀬谷
駅」から4つ目のバス停「中屋敷」下車して、徒歩10分程度の境川の近くにあります。
事業所は畑と森に囲まれた長閑な環境下にあり、「サロン・ド・せや」のコンセプトで
もある、田と畑と木々が繁る豊な田園の中で、高齢者が自分のリズムでその人らしく生
活を営めるよう、利用者の残存能力を維持しながらサポートするケアに注力していま
す。
●事業所では、「利用者のその人らしいあり方、尊厳を支え、出来ること、やりたいこ
とを叶えるお手伝いをする」ケア方針に沿い、利用者一人ひとりの残存能力を共有し、
残存能力を発揮できる場面を作り、グループホーム入居後も自立した生活が送れるよ
う、残存能力を活かした支援を心がけています。また、職員の質向上を目指し、横浜市
等の外部研修への参加、外部研修資料を基にした内部伝達研修を行い、情報の共有化を
図っています。今年度は外部の研修が少なく、参加が難しい状況にあるため、施設内の
勉強会の機会を多く設けるようにし、特に「身体拘束、虐待」について重点的に取り上
げていきたいと考えています。
●新型コロナウィルスの影響により、地域行事への参加、語り部、紙芝居、ちぎり絵、
絵手紙、フラダンスなどの様々なボランティアの方の来訪、ケアプラザと協催の「認知
症カフェ」も中止となったことから、利用者の気分転換や下肢筋力低下の防止に注力
し、四季を感じられる装飾、アクテビティなどを取り入れています。

新型コロナウイルス感染症発生にて、感染防止の為外出が出来ませんでしたが、各
フロアで季節に応じたイベントを行いました。屋外には出れないかもしれません
が、花見ドライブも行いたいです。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

令和　2　年度

株式会社　R－CORPORATION

〒231-0023　横浜市中区山下町74-1　大和地所ビル9F

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成16年4月1日指 定 年 月 日

有限会社　優心会

1473400370
平成16年4月1日

令和3年6月11日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

令和3年12月7日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

令和3年3月12日

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

グループホーム　サロン・ド・せや

登録定員

通い定員

神奈川県横浜市瀬谷区屋敷1-37-8

宿泊定員

定員　計



56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホーム　サロン・ド・せや

 ユニット名 千寿

　Ⅴ　アウトカム項目
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

新型コロナウイルス感染防止の為、運営推進会議は
文章報告を行っています。電話や文章でコメント頂
いています。

運営推進会議は、町内会長、看護師、中屋敷地域ケ
アプラザ、各ユニットから1家族ずつの参加を得て、
年6回開催しています。事業所の現状や活動報告を中
心に、地域の情報や質疑応答の時間を設け、意見交
換を行い、サービスの向上につなげています。今年
は新型コロナの為、運営推進会議は文章報告を行な
い、電話や文章でコメントをいただいています。

今後の継続

瀬谷区主催の研修に参加して、情報交換も行ってい
るが、新型コロナウイルス感染防止の為、オンライ
ンでの開催がメインになっている為、以前と比べて
参加できていません。

横浜市や瀬谷区主催の講習や研修会の案内が届いた
際には積極的に参加している他、法改正や疑問が生
じた際には相談にのっていただき、事業所の実情を
把握していただくなど、協力関係の構築に努めてい
ます。現在は新型コロナウィルスの為、オンライン
での開催が中心となり、以前ほど参加できていませ
ん。

今後の継続

町内会に加入しており、今年は新型コロナウイルス
感染防止の為イベントは中止になっています。ホー
ムでの行事等は運営推進会議（文章での開催）でお
知らせしています。

中屋敷町内会に加入しており、町内会長から定期的
に情報をいただき、様々な地域行事に利用者と参加
し、交流を図っています。平常の年には町内の行事
参加をはじめ、語り部、紙芝居、ちぎり絵、絵手
紙、フラダンスなどの様々なボランティアの方の来
訪やケアプラザと協催の「認知症カフェ」も開催し
ていましたが、現在は、新型コロナウィルスの影響
で中止しています。

今後の継続

新型コロナウイルス感染防止の為認知症カフェは脱
退しました。施設見学者の方や入居希望の方等の相
談にも応じています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

玄関、フロアに提示し周知している。新入職員には
入職時に説明し、理念に基づいた支援をしていま
す。

開設時に作成された理念を、より具現化しやすいよ
う職員間で話し合い、3項目にまとめたものを玄関、
フロアに掲示しています。さらに、理念が記載され
たカードを携帯し、理念の共有を図っています。事
業所では、笑顔のあふれる環境をつくり、「その人
らしく」暮らせる場所となるよう目指しています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

ご意見ノートの設置や、面会時に意見を頂いたり、
要望があった際には出来るだけ添えるように心掛け
ています。

運営規定に明記している苦情相談窓口について契約
時に説明しています。家族からの意見や要望は、来
訪時や電話連絡時に近況報告と併せて、伺うように
しています。来訪時には、経過記録を見ていただく
ようにもして、ケアの共有と状態を把握していただ
くようにしています。家族会、運営推進会議も家族
から意見や要望を伺う場としていましたが、現在は
中止しています。

今後の継続

外部研修に参加出来ておらず、インターネット等で
資料を探して施設内で勉強が行えるようにしていま
す。

入所契約時、契約書必要事項の説明を行い、質疑応
答をおこなっています。解約時や改定時にも説明を
行っています。

身体拘束の勉強会やアンケートを行っています。
ミーティング等で意見を出し合い、スタッフ間でも
話し合いを行い向上に努めています。夜間のみ物騒
な為、無断離設予防の為施錠しています。

身体拘束について勉強会やアンケートの実施、ミー
ティングでも意見交換を行い、共通認識を図りなが
ら身体拘束を行わないケアに努めています。また、
身体拘束の三つの原則（切迫性、非代替性、一時
性）についても周知徹底しています。身体拘束・虐
待防止委員会も2ヶ月に1回開催し、事例を持ち寄り
ながら身体拘束と虐待について学んでいます。

今後の継続

虐待防止の勉強会やアンケート実施しています。新
型コロナウイルス感染防止の為外部での研修が行え
ていません。日々の声掛け等で意識向上を促してい
ます。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

現在は交流研修は行っておらず、状況が落ち着いた
ら参加出来るように調整しています。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

事前面接・入居前訪問を行い情報収集を行っていま
すが、キーパーソンにも現在に至るまでの経過を
伺ったりしていますが、わからない事も多く情報が
少ない事もあります。困っている事や、不安な事要
望等も聞き関係作りに努めています。

代表者は管理者や、職員個々に話す機会を設けて、
現場を見たり職場環境・条件の整備に努めていま
す。

代表者は職員一人一人の介護力量を把握して、声掛
けを行っています。外部研修は参加参加出来ておら
ず、施設内で意見交換を行っています。

介護については職員の意見や提案を反映させている
が、話し合いの場を多くし意見・提案を聞くように
努めています。

職員の出退勤時、休憩や業務中にもコミュニケー
ションを取るなど、気兼ねなく意見や提案を表出で
きる雰囲気作りを心がけています。朝礼時にも意見
や提案を聞くなど、話し合いの場を多く設けるよう
にしています。職員からの意見や提案は会議で意見
交換を行った後に、業務やケアに反映させていま
す。

今後の継続
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

ご家族の要望により、ホームで出来る範囲の対応は
しているが知人・友人の来訪は新型ウイルス感染防
止の為、現在はご遠慮させていただいてます。

家族、友人や知人の面会は随時受け入れ、これまで
築き上げてきた馴染みの関係が途切れないよう支援
しています。現在は感染防止のため、家族要望に応
じて、可能な限り対応していますが、外部の方は遠
慮していただいています。

今後の継続

一つの家であり、家族のような気持ち接することで
支え合って生活している。新型コロナウイルス感染
防止の為家族と会えない事もあり、家族以上になっ
ているような事が多い

ご家族が来訪された際には日常の生活や支援につい
て報告行っているが、電話等でも様子を伝える様に
しています。家族からの声をホームと共有し相互関
係を支援しています。

事前面談・入居前訪問を行い情報収集をすると共
に、家族が困っている事、不安な事、要望等を聞き
関係作りに努めています。現在は新型コロナウイル
ス感染防止の為電話等で報告を行っています。

事前面談・入居前訪問の際の情報を基に、何を必要
としているのか早い時期に見つけて、快適な生活が
出来るように手助けを行っています。集団生活に慣
れるまで時間がかかることをご家族に説明し電話等
で報告しています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

家族から生活歴、馴染みの場所など聞き暮らしの中
に取り入れています。新たな情報は随時追加し共有
しています。

ｹｱﾌﾟﾗﾝ・ケース会議・日々の申し送りで細かい事も
見逃さないように努めています。体調管理・心のケ
アが出来るように努めています。

退所後も相談等あれば、今まで通り相談を受けるよ
うにしています。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

ケース会議や日々の申し送り時に、個々が今何に
困っているのか意見交換をして検討しています。ご
家族にも希望を聞き、プランに反映しています。

入居時の「センター方式」によるアセスメントを基
に、家族や本人から日々の生活から意向や希望の把
握に努めています。ケース会議や日々の申し送り時
に、利用者一人ひとりが今現在、何に困っているの
か意見交換しながら本人本位に検討しています。寡
黙な方でも散歩や入浴時のゆったりとした時間の中
で、ふと漏らした言葉などは記録に残し、情報を共
有しながら、可能な範囲で叶えられるようにしてい
ます。

今後の継続

定期的に利用者様のリフレッシュを考え、席替えを
したり、レクリエーションで他者との交流する時間
を設けてます。他者への配慮欠ける態度もあります
が、見守りするように努めています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

内科２回/月・歯科２回/月・精神科２回/月廻診を
行っています。ご家族や本人の希望があれば馴染み
の病院に行ったりもしています。緊急時でもご家族
の要望を優先出来るように支援しています。内科・
歯科⇔協力医療機関　精神内科⇔個人契約

入居時に、かかりつけ医の有無を確認し、事業所の
協力医療機関について説明した後、主治医を決めて
いただています。家族や本人の希望で馴染みの病院
に受診することもあります。協力医療機関からは月2
回の訪問診療があり、歯科と精神科も月2回の廻診が
あります。精神科は必要な方のみ個別に契約を交わ
しています。

今後の継続

一人一人の状況に合ったケアを実践しています。急
な受診や家族が対応出来ない時は、家族と連絡を取
り合い状況に応じた対応を行っています。本人や、
家族の希望に出来るだけ支援できるように取り組ん
でいます。（行政・医療）

定期的に地域の方々のボランティアの来訪を受け入
れていましたが、現在新型コロナウイルス感染防止
の為受け入れは行っていません。状況に応じ交流を
深めて行きたいと思っています。

センター方式を中心に話し合い、抜粋して使用し、
モニタリングで現状に合わせた計画を作成していま
す。

開所時から「センター方式」を中心に話し合い、有
効な書式を抜粋して使用し、居室担当からのモニタ
リングで現状に合わせた形での介護計画を作成して
います。毎月のケア会議はフロアごとに行い、経過
記録を家族に見ていただき、家族の要望も加味しな
がら介護計画を作成しています。

今後の継続

個別の経過記録や業務日誌を活用し、申し送りに情
報を共有しています。体調や心身の変化も把握し必
要時には介護計画を見直しています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

急変や事故発生時に備え、地区担当の消防士さんに
お願いし、応急救護指導を定期的に受けています。
病気対応は看護師のアドバイス等を受けて、マニュ
アルも確認しています。

初期消火・避難訓練の実施を、地区担当の消防士さ
んの指導の下で１回/年行っています。境川氾濫時の
避難マニュアルもあり、避難場所までの訓練も行っ
ています。一時避難所として特養と協力していま
す。

初期消火訓練と併せて避難訓練を年1回以上行ってい
ます。その際、消防署にも立ち合いを依頼していま
す。今年度はコロナウィルスの影響により、事業所
独自で実施しました。また、境川が近いことから、
氾濫時を想定した避難マニュアル作成しており、避
難場所までの訓練も行っています。一時避難所とし
て地域の特養と協力しています。

今後の継続

入居者が入院した日からユニット職員と共に、ご家
族や病院関係者と情報交換を行い、早期退院が出来
るように連携をとっています。

南町田ペンギンでは、医師不足の為看取りの連携が
出来ず、只今他の各医療機関を探している状況で
す。

入居時に「重度化や終末期における指針」に沿って
説明し、口頭にて確認しています。状態の変化に応
じて、医師、看護師、家族、職員で話合いの場を設
け、今後の方針を共有しています。事業所での終末
期を迎えるに当たっては、終末期の指針を取り交わ
した後に医療連携を取り、ターミナルケアを行う体
制を整えています。但し、現在の協力医療機関（南
町田ペンギン診療所）とは看取りの連携が取れない
ため、他の医療機関を探しています。

今後の継続

看護師が常勤であることから、適切な指示を受ける
ことが出来ます。些細な変化でも見逃す事が少ない
です。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

配膳・下膳・食器洗いをしていただいてます。季節
に合ったメニューを心掛けており、イベントメ
ニューにも力を入れています。健康も考え、減塩を
心掛けるようにしています。

食事については、一週間分のメニューを各フロア毎
に作り、月、水、金曜日に食材の買い出しに行き、
手作りで食事の提供をしています。残存能力を活か
したケアの基本に沿って、食器洗い、下膳、食器拭
きなど、その方の能力に応じて手伝っていただいて
います。季節に合ったメニューを心がけ、イベント
メニューにも力を入れています。3ヶ月に1回、昼食
時にはご飯、うどん、パンなどのメニューから選ん
でいただく「喫茶店」を開催するなど楽しんでいた
だけるよう工夫しています。

今後の継続

以前は買い物、外食会等外に出る機会をつくってい
ましたが、新型コロナウイルス感染防止の為自粛し
ています。ホーム内での行事や、イベント食事で楽
しんでもらっています。

訪問理美容を行っていましたが、新型コロナウイル
ス感染防止の為中止しています。ご家族に確認後、
スタッフで理美容が得意な方が、カットを行ってい
ます。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

職員は日常生活を送る上で、常に本人の自尊心を傷
つけないように配慮しています。情報等は、経過記
録や申し送り、業務日誌を活用して伝達し、個人情
報の管理も徹底しています。場合により、入居者様
のイニシャルで報告しています。

職員は、日常生活を送る上で、本人の自尊心を傷つ
けることなく、生活歴を把握した本人主体のケアを
心がけています。本人の情報などは、経過記録や申
し送り日誌を活用して職員で共有しています。呼称
については、名字を基本としていますが、家族から
の希望で名前でお呼びする場合もあります。プライ
バシー保護の観点から、利用者のイニシャルでの報
告も取り入れています。

今後の継続

新型コロナウイルス感染防止の為外出が出来ない
為、ご本人の意見を尊重しながら、ホーム内で出来
ることを行っています。（折り紙・塗り絵・歌等）
レクへの不参加に対しては、希望通りにしていま
す。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

牛乳・エンシュア等個々に応じた対応を行い、排便
がスムーズに行えるように取り組んでいます。２回/
１日体操を行い、適度な運動をしています。

その日の体調を確認し、順番も工夫して入浴してい
ただいてます。

週3回、火、木、土曜日を入浴日として、入浴支援を
行っています。時間も10時～17時の間と決めていま
すが、安全かつ安心して入浴していただけるよう、
入浴前にはバイタルチェックを行い、本人の希望を
確認した後に入浴を促しています。

今後の継続

毎食後・就寝前にはうがい、歯磨き、舌ブラシ使用
の声掛けや介助を行っています。歯科医の回診で歯
磨きの指導も受けています。口腔定期検診を行って
います。

記録から排泄パターンを把握し、時間を見計らっ
て、声掛けをまめに行い、失禁の回数を減らすよう
に努めています。

排泄チェック表にて、1人ひとりの排泄パターンの把
握に努めています。自立している方には見守り、声
かけが必要な方には、周囲に配慮しながら声かけ、
定時誘導を行いトイレでの自立排泄を促し、失禁の
回数を減らすように努めています。便秘対策とし
て、1日1600ccを目標に摂取していただくようにして
います。

今後の継続

一人一人の食事・水分・排泄状況をチェックし、栄
養バランスを考えた献立を立てています。状態が変
化したら、その都度状態に合わせた食事を提供して
います。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

紛失予防の為、ホームで金銭管理をさせていただい
てます。外出自粛の為お買い物にも活けていませ
ん。状況に応じてお買い物も進めて行きたいとおも
います。

日々の中でお手伝いして頂ける事（新聞たたみ・も
やしのひげ取り）、又それをご自分の役割と考え、
喜びに感じていただくように支援しています。

新型コロナウイルス感染防止の為、外出等は自粛し
ています。ご家族との面会は窓越しに行っていま
す。

新型コロナウイルス感染防止の為、外出等は自粛し
ています。事業所の周辺には田園風景が広がってお
り、天気や気候の良い日には、川沿いの散歩コース
に出かけたり、事業所の敷地内で外気浴を行うな
ど、季節感を感じていただけるよう支援していま
す。

今後の継続

食後・入浴後・外出後・病院受診後には個別に休息
をとっていただいてます。その日の体調に合わせ
て、無理をしないよう休んで頂いてます。

薬の管理については看護師の指示により、用法・用
量を把握し、症状の変化は些細な事でも連絡してい
ます。症状に変化があれば、精神内科にはFAX・内科
にはラインで指示やアドバイスを受けています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

入居時に今まで使用していた家具やテレビ・生活用
品をご家族と相談して、持って来ていただいてま
す。配置等は工夫して環境作りをしています。

入居時に今まで使用していた家具・テレビ・生活用
品を家族と相談して持って来ていただき、動線を配
慮しながら、個々の生活に合わせた安心出来る空間
作りをしていただいています。本人が希望する摸様
替えや、重度化した祭の家具配置換えなど、ニーズ
に合わせた支援に努めています。

今後の継続

室内はバリアフリーになっており、車椅子も使用出
来るようにしています。居室入り口には表札、食事
時のおぼん、洗濯カゴにも記名しています。

写真・カレンダー等を貼ったり、季節感溢れる装飾
や花等を活けています。温度や照明は適宜調節して
おり、毎日室内掃除を行っています。

玄関には、季節や行事の花を飾り、時には職員が持
参した花を飾って季節を感じていただけるように心
がけています。壁にはイベントの写真、利用者の絵
手紙や習字の作品を飾り、月毎に替えて変化のある
居心地良い空間作りをしています。リビングでは、
歌やゲーム、体操などのアクテビティを取り入れ、
生活にメリハリをつけるようにしています。温度や
照明は適宜調節しており、毎日室内掃除を行ってい
ます。

今後の継続

中庭に長椅子があり、天気のいい日は日光浴をした
り、談笑したりする場所があります。

居室専用電話・携帯電話持ち込み可能となっていま
すが、現在はどなたも使用していません。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 34

急変時や事故発生時に
戸惑ってしまい、とっ
さの判断が出来ない事
がある。

症状に応じた処置・緊
急時に必要な物の準
備・対応が短時間で出
来るようにする。 １年

2 6

アンケート等により、
理解出来てない部分も
あり、統一されてな
い。。

個人の能力を見極め、
ケアを全体的に理解共
有し、身体拘束・虐待
の禁止を行う。 １年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

急変時の対応（看護師
の指導を受ける）・必
要書類の作成確認を行
う・連絡方法を確認す
る

日常生活で本人の能力
を把握し、声掛けを行
い職場内での勉強会や
研修を行い、再確認す
る。

目　　標

グループホーム

サロン・ド・せや

令和3年5月20日
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム　サロン・ド・せや

万寿

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

新型コロナウイルス感染防止の為、運営推進会
議は書面での開催を行っており、電話や文章
（手紙）でのコメントを頂いています。

瀬谷区主催の研修に参加して、情報交換行って
いるが、新型コロナウイルス感染防止の為オン
ラインでの開催が主になっており、以前と比べ
参加出来ていない。

町内会に加入しており、今年は新型コロナウイ
ルスにより、イベントなどが中止になっており
参加が出来ていない。ホーム行事等は運営推進
会議書面どお知らせしています。

認知症カフェ開催していたが、新型コロナウイ
ルスにより中止となり、脱退しました。施設見
学者様や入居希望の方等の相談にも応じていま
す。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

玄関・各フロアに提示して周知している。新入
職員には入職時に説明しており、理念に基づい
た支援をしています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

身体拘束の勉強会や、アンケートを行っていま
す。夜間のみ玄関の施錠行っている。（物騒な
ため)

外部研修に参加できておらず、インターネット
等で資料を探して、施設内で勉強会を行えるよ
うにしています。

入所契約時、契約書・必要事項の説明を行い、
質疑応答を行っています。解約時や改定時にも
説明を行っていまっす。

ご意見ノートの設置や、面会時に意見を頂いた
り、要望があった際には、出来るだけ添えるよ
うに心掛けています。

虐待防止の勉強会やアンケート実施していま
す。外部での研修が出来ていない為、新聞記事
等を回覧し、日々の声掛け等で意識向上を促し
ています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

事前面接・入居前訪問を行い情報収集すると共
に、困っている事・不安な事・要望等を聞き、
関係作りにつとめています。

現在は交流研修会は行っておらず、状況が落ち
着いたら参加出来るように調整しています。

代表者は管理者や、職員個々と話す機会を設け
て、現場を見たりして職場環境・条件の整備に
つとめてるように努力します。

代表者は職員一人一人の介護力量を把握して、
声かけを行っています。外部研修は行えていな
い為、施設内で意見交換行えるように環境を整
えていきます。

介護については、職員の意見や提案を反映させ
ているが、話し合いの場を多くして意見・提案
を聞くようにつとめています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

ご家族の要望により、ホームで出来る範囲の対
応をしています。知人や友人の来訪も新型コロ
ナウイルス感染防止の為現在はご遠慮させて頂
いてます。

ご家族さまが来訪された際は、ご本人の日常の
暮らしや支援について報告を行い、電話連絡で
も行っており、家族からの声をホームと共有し
ながら相互関係を支援しています。

一つの家であり、家族のような気持ちで接する
ことで支え合って生活しています。暮らしを共
にする同士の関係を築くことによって、相手の
気持ちを察するように心掛けています。

事前面談・入居前訪問を行い、情報収集をする
と共に家族が困っている事・不安に思っている
事・要望等を聞き、関係作りにつとめていま
す。入居後は来訪時に個々の状態を報告し、情
報共有するようにしています。新型コロナウイ
ルス感染防止の為、短時間の面談等工夫してい
ます。
事前面談・入居前訪問の際の情報を基に、何を
必要としているのかを早い時期に見つけて、快
適な生活の手助けをしています。集団生活に慣
れるまで時間がかかることを、ご家族に説明し
ています。新型コロナウイルス感染防止の為頻
繁な来訪は行っていません。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

せあプラン・ケース会議・日々の申し送りで、
細かい事でも見逃さないように努め、事態を共
有し体調管理・精神的ケアが出来るようにつと
めています。

モニタリング・ケース会議・日々の申し送り時
に、今困っている事等意見交換を行い検討して
います。ご家族からも希望を聞き、ｹｱﾌﾟﾗﾝに反
映しています。

ご家族様から生活歴・馴染みの地・友人を知
り、暮らしの中に取り入れています。新しく得
た情報は追加して共有しています。

退所後も相談があれば今までと同様に、支援や
相談を受けれるようにしています。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

利用者様のリフレッシュを考え、席替えをした
りレクリエーション等で、他者との交流時間を
設けています。時折配慮に欠ける態度を取られ
たりもありますが、スタッフが間に入りお話し
たりして見守りをおこなっています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

定期的に地域の方々のボランティアを受け入れ
てましたが、新型コロナウイルス感染防止の為
現在は受け入れを行っていません。状況に応じ
て、交流を深めて行きたいと思います。

内科２回/月・歯科２回/月・精神内科２回/月
廻診を実施しています。ご家族や本人の要望で
馴染みの病院へ行っている方もいます。緊急時
でもご家族の要望を優先出来るように支援して
います。①内科・歯科⇔協力医療機関②精神内
科⇔個人契約

個別の経過記録や業務日誌を活用し、申し送り
時に職員間で情報共有しています。体調変化・
心身の変化を把握し、介護計画の見直しを行っ
ています。

一人一人の状況に合わせたケアを実践してお
り、急な病院受診、家族対応が出来ない時等状
況に応じた対応を、家族と連絡取り合うように
しています。本人の希望、ご家族の要望に出来
るよう多機能に取り組んでいます。行政・医
療・行事レク

センター方式を中心に話し合い、抜粋して使用
しています。モニタリングで状況に応じた計画
を作成し、ｹｱﾌﾟﾗﾝに沿ったサービスを行ってい
ます。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

初期消火・避難訓練の実施を地区担当の消防士
さんの指導の下で１回/年行っています。境川
氾濫時の避難訓練マニュアルもあり、避難場所
迄の訓練も行っています。一時避難所として、
特養と協力しています。

安心して最期を迎えることが出来るように、職
員の了解を得て医療連携・ターミナル体制を整
えていきます。現在南町田ペンギンでは医師不
足にて看取りの連携が出来ず、各医療機関を探
している状態です。

急変時や事故発生時に備え、地区担当の消防士
さんにお願いして応急救護指導を定期的に行っ
ています。また看護師のアドバイスやマニュア
ルを確認しています。

看護師が常勤であることから、常に適切な指示
を受けらるので、小さな変化でも見逃しが少な
いです。

入居者が入院した日からユニット職員と共に、
ご家族や病院関係者との情報交換を行い共有し
ています。早期退院が出来るように連携をとっ
ています。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

下膳・食器洗いをしてもらってます。季節に
合ったメニューを心掛けており、イベントメ
ニューにも力をいれています。

以前は買い物、外食会等外出していましたが、
新型コロナウイルス感染防止の為自粛していま
す。個々にあったレクを行っています。

訪問理美容を行っていたが、新型コロナウイル
ス感染防止の為中止している。ご家族に確認し
て、スタッフがカットを行っている。

職員は日常生活を送る上で、常に本人の自尊心
を傷付けないように配慮して対応しています。
経過記録や申し送り、業務日誌を活用して伝達
情報管理を徹底しています。

ご本人の意見を尊重しながら、レクや歌等楽し
む時間をつくっています。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

牛乳・エンシュア等その人に応じた対応を行
い、排便がスムーズに行えるよう取り組んでい
ます。また、朝・昼の２回体操を行い適度な運
動をしています。（ラジオ体操・はまちゃん体
操・荒川体操）

その日の体調を確認し、順番を工夫して入浴し
ていただいてます。

毎食後、就寝前にうがいや歯磨きの声掛け介助
を行っています。歯科医の訪問で歯磨き指導が
あります。口腔定期検診も行っています。口腔
衛生管理加算（歯科医の協力を得て）

記録から排泄パターンを職員が把握し、さりげ
ない支援を行っています。

一人一人の食事・水分・排泄状況をチェック
し、栄養バランスを考えています。状態に合わ
せて形態など変更しています。水分は平均1600
㎖（状況に応じ増やしてます）
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

紛失を予防する為ホームで金銭管理をさせてい
ただいてます。

日々の生活の中でお手伝いして頂ける事は、些
細な事でも参加していただいてます。

新型コロナウイルス感染防止の為、外出等は自
粛しています。ご家族との面会は窓越しで行っ
ています。

食後・入浴後・外出後・病院受診後には個別に
休息をとっていただいてます。日々の活動で心
地良いリズムのある生活を過ごしていただいて
ます。

薬の管理については、看護師の指示により用
法・用量を把握し、症状の変化は些細な事でも
看護師に連絡しています。症状に変化があれ
ば、精神科医にはFAX・内科医にはラインにて
指示やアドバイスを受けています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

入居時に今まで使用していた家具・生活用品を
ご家族と相談し持って来てもらっています。配
置等は工夫して環境作りをしています。

居室入り口には表札、食事のおぼん、洗濯カゴ
にも記名してわかりやすくしています。外のみ
バリアフリーになっています。

写真を貼ったり、季節に応じた壁飾りを貼った
りしています。

庭に長椅子がありますが、歩行が不安定な方も
多く、フロアのみで過ごしています。

居室専用電話・携帯電話の持ち込みは可能と
なっており、１名携帯電話使用しています。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 34

急変時や事故発生時に
戸惑ってしまい、とっ
さの判断が出来ない事
がある。

症状に応じた処置・緊
急時に必要な物の準
備・対応が短時間で出
来るようにする。 １年

2 6

アンケート等により、
理解出来てない部分も
あり、統一されてな
い。。

個人の能力を見極め、
ケアを全体的に理解共
有し、身体拘束・虐待
の禁止を行う。 １年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

グループホーム

サロン・ド・せや

令和3年5月20日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

急変時の対応（看護師
の指導を受ける）・必
要書類の作成確認を行
う・連絡方法を確認す
る

日常生活で本人の能力
を把握し、声掛けを行
い職場内での勉強会や
研修を行い、再確認す
る。
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